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旧
日
本
医
療
団
の
財
産
処
分
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

昭
和
二
十
五
年
三
月
九
日 

提
出
者 

池 

田 

峯 

雄 

衆

議

院

議

長 

幣 

原 
喜 

重 

郞 

殿 



四 

こ
れ
ら
の
土
地
に
対
し
、
地
元
農
民
は
、
立
木
の
ま
ま
、
採
草
地
、
薪
炭
林
と
し
て
開
放
を
要
求
し
、
地
元
農
地
委
員

会
も
こ
れ
に
同
意
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
町
若
松
町
五
七
一
番
地
脇
谷
貞
助
氏
は
、
旧
日
本
医
療
団
と
古
く
よ

り
因
縁
あ
る
も
の
で
あ
る
が
、
右
の
土
地
十
三
町
八
反
七
畝
二
十
七
歩
を
九
十
七
万
五
千
円
で
買
い
受
け
た
と
称
し
、
伐

採
を
始
め
て
い
る
。
こ
の
結
果
、
こ
の
山
林
に
水
源
を
も
つ
周
囲
の
水
田
は
植
付
不
能
と
な
る
危
險
が
あ
り
、
又
長
年
利 

三 

旧
日
本
医
療
団
の
所
有
地
と
し
て
、
茨
城
県
新
治
郡
石
岡
町
に
は
、
相
当
の
山
林
原
野
が
あ
つ
た
が
、
こ
れ
を
い
か
に

処
分
し
又
は
処
分
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
。 

一 

旧
日
本
医
療
団
（
東
京
都
千
代
田
区
三
年
町
一
淸
算
人
赤
木
朝
治
）
が
所
有
せ
る
資
産
は
、
終
戰
当
時
ど
れ
ほ
ど
で
あ

り
、
現
在
ど
れ
く
ら
い
で
あ
る
か
。 

二 

政
府
は
、
そ
の
財
産
処
分
に
関
し
、
い
か
な
る
監
督
と
指
示
を
行
つ
て
い
る
か
。 

右
の
山
林
原
野
は
、
当
然
農
業
用
地
と
し
て
開
放
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
如
何
。 

旧
日
本
医
療
団
の
財
産
処
分
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

四 

用
し
て
い
た
採
草
地
、
薪
炭
林
を
奪
わ
れ
る
結
果
に
な
つ
て
い
る
。
政
府
は
、
か
よ
う
な
処
分
方
法
が
閉
鎖
団
体
の
財
産

処
分
方
法
と
し
て
妥
当
と
思
う
か
。 

五 

右
の
如
き
事
実
に
対
し
、
政
府
は
い
か
な
る
措
置
を
と
り
得
る
権
限
を
有
し
、
又
今
後
い
か
な
る
措
置
を
と
る
か
。 

右
質
問
す
る
。 
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